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Ⅳ 新技術の紹介

1 水稲「えみまる」の安定的な湛水直播栽培をめざした播種量と生育指標

（令和3年指導参考事項）
⑴ 「えみまる」の目標収量の設定とそれに必要なは種量、およびは種様式の影響
① 2か年の場内試験では、「えみまる」の標準施肥での苗立率は46～68％で、苗立ちの比
較的良かった「ほしまる」との差は見られず、精玄米収量は499～600㎏／10ａで「ほしま
る」と同等であった。茎数、穂数は「ほしまる」より少なく、一穂 数や整粒歩合は同等
以上、タンパク質含有率は同等以下であった（表5）。
稈長は70㎝以上で倒伏の発生が見られた（図2）。

② 2か年の現地調査における「えみまる」の平均収量は、553㎏／10ａ（428～663㎏／
10ａ）であった。また、場内試験の結果から、収量540㎏／10ａを超えると整粒歩合が70％
以下に低下する傾向がみられた（図3）。これらのことから、安定して達成可能な「えみ
まる」の目標収量を540㎏／10ａに設定した。

表5 「えみまる」と「ほしまる」の比較

図3 精玄米収量と整粒歩合の関係
（2019・2020年、上川・中央農試、施肥量および
は種量処理区）

図2 成熟期の窒素吸収量と稈長
（2020年、上川・中央農試場内）
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③ 目標収量540㎏／10ａ達成に必要な生育指標は、総 数は31，000粒／㎡、穂数660本／㎡、
出穂期茎数720本／㎡、幼穂形成期茎数690本／㎡と推定された。これらを得るには苗立ち
本数150本／㎡を確保することが望ましい（表6）。窒素吸収量は10㎏／10ａ必要と評価さ
れ、「ほしまる」と同等であった。

表6 収量540㎏を得るために必要な収量構成要素、穂数および苗立ち本数

④ 150本／㎡の苗立ち本数を確保する
ためのは種量は、現地調査における平
均苗立率が55％であり、変動を考慮し
ても300粒／㎡が妥当とした。場内試
験の結果でもは種量300粒／㎡で苗立
ち本数150本／㎡が確保された（図4）。
なお、は種量は乾 重でおよそ9㎏
／10ａに相当する。
⑤ 点播では条播に比べ茎数が少なく推
移する傾向にあったが、最終的な収量
は点播と条播でほぼ同等であった。

2 乾田直播水稲の雑草防除時期判断支援を目的とした水稲出芽予測法

（令和3年指導参考事項）
⑴ 出芽始予測モデルの構築と検証
① 乾田直播水稲の出芽始は基準温度が途中で切り替わる有効積算地温モデルが適合し、出
芽始の推定日が実測日より遅いデータについて誤差の重みを変えてパラメータ調整するこ
とにより、推定日が実測日よりほとんど遅くならないモデルを構築した（図5）。
Tacn（有効積算地温）＝ΣTen：（Tacnが75．96を超える初日が出芽始）
Ten（有効地温）＝Max（0，Tn（地温）－Tth） ※Tth＝11．81
（Tacn＞36．46の場合はTth＝4．06）

② 気温から出芽始を予測する地温推定式を構築した。
Tn（地温）＝0．27×Tn－1（1日前の地温）＋（1－0．27）×T（日平均気温）＋1．10

図4 は種量別の苗立ち本数
（標準施肥区、中央はグライ低地土、349粒／㎡条播）
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10日前から計算することで初期値（計算開始日は、1日前の地温として日平均気温を与
える）の影響がなくなり、日平均気温から地温を推定することができた。
③ 有効積算地温モデルと地温推定式を組み合わせた出芽始の推定精度を、現地乾田直播ほ
場13筆のデータで検証したところ、推定誤差（ＲＭＳＥ）は2．00日で、予測の遅れは1例
のみであった（図6）。

図5 構築した予測モデルの推定精度
ポット試験データ、実測地温使用

図6 現地データによるモデルの推定精度
2017～2019年のほ場データ、推定地温使用

⑵ 多品種への適用性の検討
7品種の出芽始は「おぼろづき」がやや遅く、
「えみまる」「そらゆたか」がやや早い傾向で
あったが、±1日程度の差異であり、構築した
出芽始予測モデルは「ほしまる」と「大地の
星」以外の品種にも適用可能と判断した（表
7）。

⑶ 予報誤差を踏まえた予測情報利用の検討
予測を行う日の前日までの実
況値と当日からの予報値に基づ
くメッシュデータを用い、実際
の出芽日から遡って出芽始推定
の精度を検討した結果、出芽始
10日以前では実際より2日以上
遅く推定する可能性があるが、
出芽予測日の1週間前からはそ
の誤差は約1日となり、予報値
を用いた推定が適用できる（図
7）。

表7 「大地の星」との出芽始の差（n＝6）

図7 気象予報データを使用した場合の出芽始の予測精度
太実線は平均値、灰色は RMSE の範囲（n＝13，2017～2019年）

（出芽始に遡った各日における、前日までの実況値と当日からの
予報値に基づくメッシュデータを用いた解析結果）
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⑷ 活用面と留意点
① 乾田直播ほ場における、非選択性除草剤散布スケジュールの検討に活用できる。
② 出芽始予測モデルのパラメータは、品種「ほしまる」「大地の星」「ななつぼし」「おぼ
ろづき」「さんさんまる」「そらゆたか」「えみまる」の乾 は種を対象とする。
③ 出芽始の推定は、は種後、速やかに土壌を湿らす入水管理を想定している。
④ 試験を実施した水田の土壌は、黒ボク土、灰色低地土、泥炭土、グライ低地土である。

メッシュ農業気象データ
農業現場向けの気象情報として、農研機構が開発・運用する気象データサービスです。
概要と特徴
・全国の日別気象データを約1㎞四方（基準地域メッシュ）を単位に整備し提供していま
す。
・日平均気温等の気象値は、観測地、気象予報値、平年値がシームレスに接続しています。
・気象予報値は当日から最長26日先まで推定しており、1日1回更新されます（土日、年
末年始、休日は除く）。
・簡単な利用として、専用表計算ソフトを用いたデータ取得、計算、グラフ化ができます。
入手方法
・農研機構では、農業分野や他の分野における研究・開発・教育・試用を目的とする方に
メッシュ農業気象データシステムの利用を認めています。利用には利用者登録が必要で
す。下記ＵＲＬで利用上の注意・利用手続きを確認のうえ利用してください。
https : //amu.rd.naro.go.jp/wiki_user/doku.php
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